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バン！僕の背中が、床に打ちつけられた。今朝は、もう百回も打ちつけられたんじゃないかと思えるほどだった。僕が、ジェリコを睨みつけながら、何とか自分の足で立ち上がろうとする中、耳鳴りがしていた。身体中が痛かった。僕たちは、この三時間を、ウォランドの訓練施設で過ごしていた。この施設は、三つの異なる階層から成り立っていて、一つの階層を卒業すると、次の階層に昇進する。三階、つまり三番目の階層に達すると、ウォランドの護衛としての訓練を受けられることになっていた。ジェリコは、僕をウォランドの戦士にすると決意していたが、今のところは、他の有望な若者たちの間で笑い者になっているだけだった。僕は、まだ一番目の階層から抜け出せていなかった。つまり、僕はまだ、一階に留まったままだった。

他のウォランドたちとスパーリングをする時、僕のユニフォームは、えんじ色の短パンに、王家の紋章が付いている黒いTシャツだった。その紋章は、緑のドラゴンが、銀・赤・青の剣に覆われている、四原種のドラゴンの、それぞれの色彩に富んだ美しさを象徴する図柄だった。ただ今この瞬間は、僕の服は乱れていて、僕の服以外の部分がどう感じているのかを、正確に映し出していた。僕が、さっと部屋の中を見渡してみると、一緒に訓練を受けている者たちの間で、僕が続け様に失敗している様子について、ささやき合う声があちらこちらで湧いていて、彼らの目に浮かぶ嘲笑に、僕は、ただ屈辱を感じているだけだった。戦士にしても、他のどんな格闘家にしても、僕がその器でないのは明らかだった。ウォランドの護衛団の中に、僕の居場所はないというのに、ジェリコは、明らかにまだそのメッセージを受け取っていないままで、毎日欠かさず、僕をこの場所に引きずってきていた。

「列の後ろへ回れ、ジェイムソン。」ジェリコが怒鳴った。

僕が、はっとして列の後ろに向かうのに一分ほどかかった。僕は、訓練中は名字で呼ばれるということに、まだ完全に慣れていなかった。この恐ろしい体験の中で、唯一の輝かしい点は、僕が養父母の名字で呼ばれていることだった。

僕がよろめきながら列の後ろに戻っていると、他のウォランドたちが、意地悪い笑みを浮かべながら、僕の身体のあちこちを肘で突いてきた。王子をこんな風に扱うなんて、彼らは恐れ多いと思うかもしれない。ただ言ってしまえば、彼らの一人一人が、数え切れないほどに何度も、僕をやり込めるのに成功しているのだ。平均的なウォランドは、最初の階層には、一週間ほどしか留まらない。今、僕は三週目で、しかも、まだ終わりは見えていないのだ。

列の後ろからは、同期の新兵たちの頭越しに見ることができなかったが、次のスパーリングが始まると、その試合の音が列の後ろにいる僕のところまで響いてきて、僕は安堵の溜め息を吐き出した。今のところ、間違いなく自分に再び注目が集まる前に、息を整え、みんなに混じっていられることに安心していた。今この瞬間は、みんなの目は試合に向けられている。僕が後ろで隠れている間に、他のドラゴンたちは、肌と肌がぶつかり合う音がする度に、声援を送ったり、口笛を吹いたりしていた。この三週間は、最悪だった。毎日のように十八歳を迎えてやって来る、他のウォランドたちとの訓練をするため、ジェリコは、僕を、毎朝安心安全な寝室から引きずり出していたのだ。大抵は、少しの休む間もなく、シエンとの次の授業に移動させられ、それから、次はギャリアンとの授業になる。僕の一日の最後の授業は、大抵レスロか、評議会の誰かとのものだった。ひっきりなしの訓練の中で、僕が失敗ばかりしているので、エヴァと僕は、即刻と言えるほどすぐに引き離された。彼女は、全ての分野で優秀であり、直ちに最終の第三階層に達していた。ジェリコの唸り声が、僕を独りの時間から、現実に引き戻した。

「集中。」と彼は怒鳴った。

僕は、彼の方に意識を向けたが、それは、間違った行動だった。ジェリコは、僕の顎を掴むと、僕のいるところからはまだよく見えない戦いの方に、僕の頭を無理やり傾けた。彼は、僕が動かないと納得するまで、その場所に僕の顔を留めていた。

「拗ねていないで、注意して見ていなさい。集中しなければ、何も学べない。」と彼は怒った。「答えなさい、何が見える？」彼は、後ろから僕の肩の上に手を置いた。

僕は、一瞬ためらった。「こんな後ろからじゃ、何も見えません。」と僕は説明した。

「不正解だ。もう一度見てみなさい。」

僕は、自分の周りを見渡したが、僕に見えるのは、同期のドラゴンたちが、前方で行われている試合に対して、野次ったり、叫んだりしている姿だけだった。背中を叩き合ったり、前で取っ組み合う二人のウォランドを指差したりしている彼ら友情は、僕を更に孤独な気分にさせた。

「それが正解だ。」ジェリコは、僕の考えを読んだ後、そう言った。最後にもう一度僕の肩を握り締めると、彼は、部屋の前方へ歩いていって、僕の視界から見えなくなった。

僕は、頭を軽く振りながら、下を向いた。僕は、グループの一員になりたかった。僕は、友達を作りたかった。だけど、実際は、どうしたらいいのか分からなかった。たとえ、分かっていたとしても、誰も僕の周りにいたいとは思っていなかった。王子として、ドラゴンの神威として、僕には、あまりにも多くのものが妨げになっていた。僕の位があれば、より有利な立場に立てると思うかもしれない。だけど、現実は、もっと自分を能力を示さなくてはならないということを意味していた。不器用で、ぎこちなくて、臆病な僕には、全くその見込みがなかった。僕は、ウォランドじゃない。

「終了。」ジェリコの声が、空気に反響し、確固として終了を告げた。

ウォランドたちは、自分の持ち物を拾い集めると、喋りながら、一緒に訓練所を出ていった。僕は、後に残って、次の指令を待っていた。一日毎に、何か新しいことがあるので、日々何が行われるのか、あるいは僕に何が期待されているのか、僕には全く分からなかった。僕は、部屋の角まで歩き、最初に着いた時に、そっと置いておいた自分の荷物を取りにいった。自分の持ち物を素早くかき集めると、僕は、ジェリコの方へ歩いていった。彼は、二人のウォランド講師との熱い会話に没頭していた。僕が、彼らの方へとぼとぼと歩いていっても、誰も僕に気を向ける者はいなかった。立ち聞きしているように見られたくはなかったので、僕は何かすることはないかと、部屋を見渡した。僕は、マットがまだ出されたままなのに気づき、そこまで歩いていった。その時、ジェリコが後ろについてきて、僕を止めた。

「ついて来なさい。」ジェリコは、自分の鞄を、投げるように肩に掛けながら、怒鳴った。

彼がドアの方へ向かい、日差しの中へと率いていく中、僕は、彼の後ろについて歩いた。オカナには、目を見張る眺めが広がっていた。時間は午前半ばくらいだったけれど、日はすでに全力で注がれていた。市場では、ドラゴンが買い物をしたり、お互いに交流をしたりして、盛り上がっていた。僕たちが歩いていると、ドラゴンたちは、手を完全に止めて、僕に向かって一礼した。年上のドラゴンたちが、僕に対して持っている敬意には、いつも驚かされた。同輩たちにとっては、僕は笑いの種でしかないのに、他のドラゴンたちは全員、僕に完全なる敬意を示していた。それは、僕が未だ自分自身で獲得したとは思えない敬意だった。僕は、大勢に紛れ込んで、ただそこにいられるような環境に落ち着く方が、まだいいと思っていた。

「今日、あなたには、カイロがオカナの防御線を巡回するのに、ついていってもらいます。あなたは、まだオカナ全体の壮観をご覧になっていないでしょう。」ジェリコは、彼の特徴である睨みの効いた赤い目で僕を貫きながら、そう言った。「あなたには、オカナの内側も外側も学んで頂かなくてはなりません。手始めに、まずこの場所を守り、ここに居住する全てのドラゴンの安全を保つ方法を知ってもらいます。自分のドラゴンを信じ、感覚を研ぎ澄ましておきなさい。我々が戻ってきてから、あなたが島の外に出るのは、これが初めてになりますからね。」

「他の訓練はどうなるんですか？」と僕は質問した。しばらく感じていなかった期待感が、僕をくすぐり始めた。オカナに着いてから、僕はずっとオカナ全体を見たくてしょうがなかったのだ。それに、この防御線の巡回というのは、多分空からのものだろう。期待で身体を弾ませながら、僕の顔に笑顔が広がっていった。

「あなたも出席することが求められている評議会会議が、後ほど開かれます。」ジェリコは、司令塔への階段を跳ぶように上りながら、そう言った。「あなたの通常の訓練は、また明日以降続けられることになります。」

僕は頷き、僕たちは、オカナの西側を見下ろす、偉大なるガラスの建物の中に入っていった。ウォランドたちは、オカナ全体を監視することに忙しくしていた。僕は、ギャリックが奥の角にある席に座って、コンピューターに打ち込んでいる様子を、じっと見ていた。彼は、ガラスの壁に囲まれ、その作業に完全に没頭していた。僕は彼の方へ歩き始めたが、ジェリコが止めた。

「コール、私の執務室へ行っていなさい。」ジェリコは、決して歩調を緩めることなく、ウォランドの一団の方へ向かいながら、そう命じた。

ジェリコの執務室は、司令塔の中で最高の部屋だった。四面全体がガラスの壁に囲まれており、そのうちの三面からは、オカナを囲い守っている雲を見渡すことができた。彼の机の前にある居心地の悪い椅子の一つに、どさっと腰を下ろすと、僕は一番近くの窓から外を眺めながら、ジェリコが僕のところにやって来るのを待っていた。緊張が、僕の中を駆け抜けた。彼が僕に何を話したがっているのか、僕には想像することしかできなかった。

突然、ドアが叩き閉められ、ジェリコが、僕の横を突っ切って窓の方へ向かった。彼は、僕に背を向けて、黙ったまま立っていた。僕がさっきまで感じていた興奮は、かき消されてしまった。ジェリコが僕のことをこんな風に相手にしない時、僕は緊張してしまう。僕は、自分の呼吸を落ち着けようとした。自分が不安に感じていることだけは、彼に悟られたくなかった。どういうわけか、僕は、彼に強い存在だと思われたかったのだ。

「あなたは、ずっと気が散漫していますね。ご自分が誰なのか、忘れてしまったのですか？自分に何ができるのかも？」ジェリコの声は、失望に彩られていた。

僕は、自分が誰なのか知ってる。だけど、他のみんなは、忘れてしまったみたいだ。僕は、コールだ。ただのコール。何もない、どこにでもいるコールだ。ジェリコは、振り返って、僕に面と向かった。彼の目は、燃えているようにぎらついていた。彼が、僕のそわそわしている神経の一つ一つを辿る中、僕は、彼から目を離さなかった。

「あなたは、ファーロを破ったのです。我々ドラゴンが、この歴史の中で、何度も試みながらも失敗してきたことです。」 彼は、信じられない様子で首をぴんと伸ばしながら、そうまくし立てた。「もし何もない、どこにでもいるコールがあれをしたのだと言うのなら、その時は、私は彼を採用しますよ。」彼の声は、少し柔らかくなった。

僕は、言葉が出なかった。彼の言うことは、正しく、同時に間違ってもいた。ファーロを倒したのは、エヴァと僕であって、僕だけがしたことじゃない。ジェリコの耳から煙を吹き上がらせることなく、彼に説明する方法を心の中でじっくりと考えている間、僕は、彼を見つめ続けた。

「あなたのおっしゃる通りです。」彼は、窓の方を向き、再びその背が僕の方に向けられた。「あなたは、ドラゴンの神威のただの片割れだ。あなた方二人は、合同で訓練を受ける必要がある。あなた方を分けておくことは、どちらかのためもなりません。」彼が大きく息を吐き出したので、窓の上に曇りが広がり、そして消えた。彼は、頭を下げた。「この時点からは、あなた方二人には、合同で訓練をしてもらいます。あなた方は、一つのチーム。ドラゴンの神威なのです。」彼は、溜め息をつくと、肩越しに僕をじっと睨んだ。「ギャリックのところへ行って下さい。ここには、間もなくカイロがやって来ます。私は、しなければならない仕事がありますので。」ジェリコはそう言って、僕を解放した。

僕は立ち上がって、ドアの方へ向かった。少なくとも、今はドアの開け方くらいは覚えていた。一度、誰か別の人が来てドアを開けてくれるまで、この執務室に彼と閉じ込められたことがあった。僕は、その考えを振り払うと、王家の紋様の上に手を置き、マヒアを使ってドアが開くように念じた。そこを通り抜けると、僕は、まだ、さっきと同じ場所にいたギャリックの方へ向かった。ただし、今彼は、慎重だが、怒っているような手つきでキーボードを叩いていた。

僕は、ギャリックが働いている時に邪魔をしたくなくて、静かに彼の背後に立った。彼は、キーボードをさらに強く乱打し、小声で知性的とは言えない不平を言いながら、興奮に息を荒くしていた。不意に、彼は立ち上がり、椅子がその背後で地面に倒れ、僕の足に当たりそうになった。彼は、それに気づくことさえもせずに、ジェリコの執務室に足早に突進していった。彼の背後でドアが激しく閉められ、それが効果的に室内の二人を遮断していた。ガラスの壁越しに室内を見ることができたが、彼らは喧嘩腰になって、熱い討論を交わしていた。ギャリックは、ジェリコに何かを説明しながら、腕を荒々しく動かし、ジェリコは、立って腰に手を当てながら、頷いていた。

二人ともの顔が、同時に僕の方を振り向き、その燃え盛るような目の様子が、どういう意味を表しているのか、僕には解読できなかった。僕は思わず一歩後ずさり、さっきギャリックが倒した椅子に、つまずきそうになった。僕は、真っ直ぐ立ち直すと、椅子を戻した。彼らから目をそらすことができなかった。

僕は、今どうしたらいいんだろう？
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第２章
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ギャリックとジェリコは、どちらともこちらに向かって、動くこともなく、ガラスの壁越しに僕のことを見つめていた。彼らをこれほど怒らせるのに、自分が何をしたのかも考えられずに、今、自分がどうしたらいいのかが、僕には分からなかった。僕たちの間のこの距離からでも、彼らの目に、揺らめく炎を見ることができた。

ついに、ギャリックが僕を見つめる視線を緩め、クリスタル製のドアを出て、僕の方へ歩いてきた。ジェリコは、その間ずっと、視線を僕に向けたままだった。疑いようもなく、彼の背後からは、煙が立ち上っていた。これは、ただ自分の目が自分にそう見せかけているだけでありますようにと、僕は、心の声が聞こえる誰にでもいいから祈っていた。煙を発している、ジェリコの完全なドラゴンの姿は、僕を恐怖に陥れた。ギャリックが、僕のところにやって来ると、彼は肩越しにジェリコを見た後、首を振って僕について来るように合図した。

僕は、ジェリコと僕の間の視線を断ち切り、司令塔から明るい日の差すオカナへと、よろめきながらもギャリックについていった。僕は、深く息を吸い込んで、神経を落ち着かせ、さっきの一連のことは何だったのか、ギャリックに聞く勇気を奮い起こした。やっとのことで、僕が言葉を吐き出す心構えができた時、彼は僕の方を振り返り、僕に向かって首を振った。彼から答えを得られないことは、明らかだった。

「あなたには、集中してもらわなくてはなりません。本気の集中です。」ギャリックは、そう言いながら、僕の方を睨んだ。「カイロから離れないで下さい。そして気を散らしてはいけません。」彼は、一息置いた。「我々は、今のところ、あの辺りには何も見ていません。」彼は、雲を指差した。「ですが、あなたを島から出すことは、無数にも及ぶ生き物の気を引くことになり兼ねません。」

「無数にも及ぶ生き物って、どういう意味ですか？」と僕はどもりながら言った。そこには、どんな生き物がいるっていうんだ？

ギャリックは、溜め息をついた。「ファーロたちは、あなたの中にある何かに引きつけられていました。」彼は、指で僕の胸を叩いた。「他の者たちも、同様である可能性があります。」その最後の言葉を言いながら、彼は一礼し、僕の肩越しに目をやると、その場を立ち去った。

僕は、彼のおかしな行動に、首を振った。今の反応は、一体何だったんだ？僕は、防御線の見回りをするのに、カイロと会うことになっているんじゃなかったのか？僕が振り返って、城の方へ戻ろうとすると、煉瓦塀のようなものにぶつかって、後ろに倒れそうになった。そして、僕は、壁のようなものに重い衝撃と共にぶつかったが、それは、実はカイロだったことが分かった。彼は、煙を一口吐き出し、僕を振い落とした。彼の鱗は、日差しの中で赤く煌めいていた。ドラゴンのカイロが、僕の上にそびえ立っていた。

「変身を。」カイロの声が、僕の頭の中に轟いた。

僕は集中し、ドラゴンが現れるように念じた。僕の変身は、この数週間で、よりすんなりとできるようになっていた。それは、この一連の苦しい訓練の中で、僕が上達したことの一つだった。カイロほど滑らかではなかったけれど、それでも、僕は自分の進歩に感動していた。数秒後、僕は、苦もなく色とりどりのドラゴンに変身していた。鱗は、僕の人間の皮膚を破って現れ、その瞬間から日差しに煌いていた。僕は、自分の首を高く伸ばし、左右に動かすと、次の指示を待った。僕の張り詰めた興奮で、突然エネルギーの振動音がした。僕は、あのファーロを破った一件以来、長老たち、あるいは両親の目の届くところから出ることを許されていなかった。僕は、早く空に飛び出して、初めてちゃんとオカナを見てみたくて、うずうずしていた。

「我々は、これからオカナの防御線を巡回します。感覚を研ぎ澄ませておくように。そうすれば、危険を目にする前に、感じ取るこができます。」カイロは、言葉を終えるや否や、その頑丈な後ろ足で地面を蹴って、空へ向かって飛び、僕が考えていてもおかしくない返答は、正式に断ち切られた。

僕は、彼からできるだけ離れないように、後に続いた。ギャリックからの警告で、僕は緊張していた。グローヴでのあの夜以来、全てが平穏だった。アナベル女王は、ファーロたちに用意された処罰について、ライランに連絡をしてきていた。それが何なのかは、僕には、全く分かってない。誰も教えてくれなかった。だけど、ライランは満足しているようだった。

僕の頭が、最初の雲の層を突き破ると、僕たちは、オカナに戻るように進んだ。それは、華々しい光景だった。滝が、島から眼下の海に目がけて、流れ落ちているのが見えた。煌めく水は、下に棚引く雲に触れると同時に消えていた。ドラゴンたちが、オカナの周辺を浮遊し、お互いに話すのをやめて、それぞれが思い思いに飛び続けていた。僕が壮麗な光景から目を離すと、僕は、自分が厳重に第五部隊に取り囲まれていることに、気がつかざるを得なかった。僕は、カイロと部隊長のジュードの間に挟まれ、その他のウォランドたちは、僕たちの周りを絶え間なく旋回していた。

僕は、最初から分かっていてもよさそうなものだった。特に、ギャリックから、あのちょっとした警告を受けたのだから。僕が島を離れるのに、カイロだけで僕の護衛をするはずなんてないじゃないか。今そのことを考えてみて、カイロがエヴァを連れずに、島を後にしたことに驚いていた。この数週間というもの、彼は彼女専属の護衛をしていて、彼女の側を離れることは決してなかったからだ。

「気が散っていますよ。」カイロの声が、僕の頭の中に鳴り響いた。「これは、防御線の巡回です。自分の周囲の全てのものに、感覚を開いておきなさい。あなたは、たった今、第五部隊が近づいてきたことにも気がつかなかった。それが、あなたを滅ぼそうと躍起になっている、無数の生き物である可能性もあるのです。」カイロは、僕を叱りつけた。

彼の言う通りだ。僕は、呼吸を落ち着け、自分の感覚を開こうと努めた。僕は、シーラと一緒に、この数週間、ただこうするだけの訓練に何時間も費やしてきた。僕が、十分な耐久力を築き上げ、マヒアをより上手く操作することができるようになれば、感覚を絶えず開いておけるはずだった。これまでのところ、一度に数時間は開いておけるようになっていたけれど、その後、僕は、いつも疲れ果ててしまい、休憩しなくてはならなかった。

今、僕は、僕を囲んでいる六体のウォランドを感じることができた。僕は、彼らそれぞれの息遣いと動きを感じ、更に次の行動を先読みすることもできた。僕は、自分の感覚を、更に広げられるところまで広げてみた。ファーロのお陰で僕の組織に加えられたティリアムが原因で、僕のマヒアは使えなくなっていた。僕がマヒアを起動させようとする度に、何かが爆発したり、壊れたりするのだ。長老たちは、これが、僕がファーロから取り上げた、僕の血に巣食うティリアムのせいだと確信していた。ただついていたのは、僕のマヒアが爆発点にまで押し出された時、僕は、それを肉体的に感じることができた。エネルギーが、僕の中を一瞬で駆け抜け、僕の身体が震え出すのだ。それを感じた瞬間に、僕は自分のマヒアを内側に引き戻し、それから少し休ませると、全ては元の通りに戻っていった。

僕は、小刻みに震え始めた。まだマヒアを限界点にまで押し出してはいなかった。マヒアを、ほとんど使うことさえしていなかった。だけど、今身に覚えのある感覚が、僕に降りかかってきた。僕は、できる限り素早くマヒアを引っ込め、カイロに呼びかけた。何かがおかしかった。

「落ち着きなさい、コール。落ち着いて、手繰り寄せるのです。」カイロが、僕に呼びかけた。彼の声は、落ち着き、安定していた。

僕が、カイロの言葉に頷いている間、エネルギーが、僕の血や鱗の中を通り抜けていった。僕は、自分が変身したままでいられるだけのマヒアを残し、ほとんど全てを押し戻した。ただ、それだけでは十分じゃなかった。僕の身体は、まだ震えていた。僕の動きは不安定になり、速度は落ち、高度を保てなくなり始めていた。

「エネルギーを放ちなさい。」カイロが叫んだ。「今すぐ放て！」

彼が、僕にどうしてほしいのか、分からなかった。僕のマヒアは、しまい込まれていたし、僕が言える限り、ティリアムも同じだった。

「そうではない、コール。炎を放つのです！」カイロが、明らかに僕の考えを読み、僕の頭の中に叫びかけていた。彼の声は、恐怖に震えていた。

そんなこと、どうやってやったらいいのか、僕には見当もつかなかった。ファーロとの戦いの中で、他のウォランドたちが炎を吹くところや、ジェリコが怒っている時に炎を吹くところなら、僕も見たことがあった。だけど、僕にも炎を吐き出す力があるなんて、心に浮かんだことすら一度もなかった。僕は、自分自身に意識を集中し、自分の内側を感じようとしてみた。僕は、本能が扉を蹴り開け、炎が感じられるようにと願った。だけど、何も感じない。僕には、何も感じられなかった。僕の感情は、集中するにはあまりに不安定だった。

そして、突然、僕の翼が羽ばたくのをやめ、固まってしまった。僕の身体は、オカナに向かって降下を始め、パニックがその場を占拠していった。僕の頭の中で、第五部隊が僕をどうやって止めようか議論していた。地面は、もう近かった。近過ぎるくらいだった。

僕は、恐ろしくて叫ぼうとしたが、何の音も出てこなかった。僕は、もはや自分の声帯をコントロールできなくなっていた。僕の口から炎が吹き出し、落下する僕に手を貸そうと近くに来ていたウォランドに、あと少しで当たりそうになってしまった。地面に衝突する直前で、僕の翼は再び羽ばたき出し、僕は雲の中へと上昇した。息をする度に、更なる炎が喉に充満し、口から激しく吹き出てきた。僕は、熱くて過熱状態になってもよさそうだったが、実際は、その逆だった。僕が炎を吐き出せば、吐き出すほど、僕は、身体が冷めていく感じを覚えた。僕の心は、はっきりとし始め、この数週間の中で、初めて自分をコントロールできている感じがした。

僕の最後の火の玉が吹き出ている間に、僕の鉤爪から銀色の火花が散った。僕の頭の中では、第五部隊の混乱した会話がこだまし、助けを呼ぶ声に、更なるウォランドが反応していた。僕の眼下では、五十近くのウォランドたちが、僕の爪から出てくる煌く光を通して、僕のことを見上げていた。閃光が煌く度に、僕の喉を、それまでに経験したことのない、原因不明の圧迫感が襲った。僕は、目をつむり、深く息を吸い込み、最後の閃光が放たれた時、鼻から大きな煙の膜を吐き出した。

僕が目を開くと、ジェリコの赤い視線とぶつかった。そこに恐れを見ることができたが、それとは別に、僕には解読できない感情があった。カイロとギャリックは、困惑した様子が充満した目つきで、彼の後ろを飛んでいた。

「大丈夫ですか？」とジェリコが聞いた。

「うん、まあ気分はいいです。」と僕は笑った。「この数週間で、一番くらい。」そして、それは本当のことだった。

ジェリコは、その大きな赤い頭を、僕に向かって振ると、オカナに向かって飛んでいった。僕は、カイロをちらっと見た。僕のちょっとしたショーで予定が変更されることなく、防御線の巡回を続けられることを願っていた。

「すまないな、坊や。戻るというのが命令ですのでね。」カイロが、僕の頭の中で答えた。「あなたが言うところのショーの件だが、あれについて話し合う必要があるんですよ。」彼は、笑いながら説明した。

再び、第五部隊が、僕をオカナまで誘導するために、位置に着き始めた。今回初めて、僕は滝の隣に難なく着地した。デジャヴが襲いかかる中、僕は顔を上げた。

そこには、三名の盛装したドラゴンが、立っていた。ジェリコは、目にかかる長い黒髪を押しのけながら変身し、他の者たちに加わった。彼らは、背筋を伸ばし、顎を高くして立っていた。四対の宝石のような目が、僕を圧迫した。最初にそらされたのは、ジェリコの目だった。彼は、振り向き、今は止まっている滝に向かって指を鳴らし、洞窟の中に消えていった。

評議会だ。
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第３章
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僕は、急いで人間の姿に変身し、評議会に続いて滝をくぐった。滝は、僕たちが通り過ぎるにつれて、流れ落ち始めた。第五部隊は、僕の個人的な付き添いとして、すぐ背後についていていた。僕たちが、一旦鋳鉄製の大きな扉を抜けると、僕は、自分の指定席に急ぎ、ほっとしながら身を沈めた。僕には、さっき正確に何が起こったのかを解釈する必要があった。ジュードが、僕の安全と無事を確認すると、残りの第五部隊に向かって合図を出し、彼らは振り返って出ていった。

評議会の残りの者たちも、席に着き、その間ずっと、僕のことを、まるで動物園の展示のように凝視していた。僕は、今では慣れてしまった彼らの視線を無視することに決め込み、彼らのしかめられた顔から目をそらして、舞台の中央に立つ、磨かれた大きな丸い机を見た。僕らの頭上では、開かれた天井が、自然の光を取り込んでいた。壁の四面には、レスロ、ギャリアン、シエン、ウォランドという、四原種のドラゴンの役割を描写する壁画があった。

ライランが、ゆっくりと入ってきて、その後にシーラも続いた。彼女は、通り過ぎる時に、僕の肩を優しく叩いた。僕は、シーラからささやかな笑顔をもらえたことが嬉しかった。僕の両親は、王家の者としての完璧な見本だった。オカナの王と女王—そして、それは、僕が王子であること、オカナの次期王位継承者であることを意味していた。僕は毎晩、そのような日が、そうだな、五百年くらいはやってこないことを祈っていた。僕は、やっと評議会の面々を見渡し、エヴァがまだやって来ていないことに気がついた。最近では、評議会の集まりだけが、僕らが唯一顔を合わせる機会みたいになっていた。
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